












唇顎口蓋裂患者の形成手術後にみられる collapseを呈した上歯列弓を側方に拡大する際,

通常用いられている方法は拡大ネジなどを用いて相反的に側方に拡大する方法である。相

反的に側方拡大された結果を,特に発現頻度の高い片側性唇顎口蓋裂患者で検討すると,平

均値では,拡大前に cross-bite の程度の強かった破裂側犬歯部の拡大量は非破裂側のそれ

に比し大きいという事実がすでに認められている。 


